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加賀市のまちがもつ魅力を生かして、地域の人たちと一緒に
まちぐるみで新しい保育・教育を進めていくため、
私たちは２つのアプローチに取り組みます。

ひとつは、園からのアプローチ：
「園の人・コト・場を、まちの人々につなぐ」こと。
園やそこで育つ子どもたちの学びを地域に開き、
まち全体を学びのフィールドにしていくことで、
保育・教育を“まちのこと”として育てていきます。

そしてもうひとつが、まちからのアプローチ：
「まちの人々を、園や園の人々につなぐ」こと。
加賀市に息づく歴史や文化、伝統工芸、そこに関わる人々、
豊かな自然といったまちの資源を新たな視点でリサーチし、
保育につないでいくことで、
子どもたちの学びをより豊かなものにしていきます。

こうした対話の循環を重ねていくことで、
子どもとまちの関係性を深めていきます。
また、家庭や地域コミュニティが保育・教育に参加し、
まちの文化を担う一員となることで、
加賀市で生まれ育った子どもたちを含む、
すべての市民のウェルビーイング（well-being）と
シティプライド*の醸成を目指します。
*自分が住んでいる地域に対する誇り

公立保育園では、ドキュメンテーションや子どもたち
のさまざまな表現を通じて、発見や学びのプロセスを
紹介する機会を設け、子ともたちの姿を地域に伝えて
いきます。また、保育実銭の様子や子どもたちの表現
を、SNSなどを通じてタイムリーに発信します。

子どもの姿をまちに開く
情報発信や対話の場づくり
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まちぐるみで取り組む、0 歳からの学びの環境づくり

リーディング園での
集中的な

実践事例づくり

リーディング園の保育実践の中での具体的な接点づくり 
ー 獅子舞の探究活動 (P.10-11)

学びに
地域資源を
取り入れる

学びを地域と
つなぐ

アクション





加賀市


